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すずき

木  浩
こうたろう

太郎

美
術
館
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
多
く

の
ホ
テ
ル
や
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
な
ど
が
建
ち
並
ん
で
お
り
ま
す
。

　

当
院
は
診
療
棟
と
病
棟
の
２
棟
か
ら

成
り
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
は
吹
き
抜
け
で

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
の
よ
う
な
空
間
が
演

出
さ
れ
て
お
り
、
病
棟
で
は
ど
の
病
室

か
ら
も
隣
接
す
る
海
が
見
え
る
よ
う
半

円
形
に
設
計
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
０

２
２
年
度
に
は
敷
地
内
に
薬
局
棟
を
増

築
予
定
で
、
診
察
か
ら
会
計
後
の
薬
の

受
け
取
り
ま
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
診
療
体
制

　

当
科
で
は
、
常
勤
医
師
９
人
（
う
ち
眼
科
専
門
医

５
人
）、
非
常
勤
医
師
１
人
の
他
、
Ｏ
Ｒ
Ｔ
５
人
、

看
護
師
３
人
、
医
療
秘
書
１
人
、
受
付
事
務
１
人
の

診
療
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

外
来
診
療
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
は
４
診
、
土

曜
日
の
午
前
は
１
診（
２
・
４
週
の
み
）で
対
応
し
、

平
日
の
午
後
は
特
殊
外
来
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
は
治
療
方
針
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

説
明
し
、
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
く
治
療
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。

　

手
術
日
は
火
・
水
・
木
曜
日
で
、
緊
急
手
術
は
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
手
術
は
日
帰
り

か
ら
短
期
入
院
ま
で
、
患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
と
家

庭
背
景
を
考
慮
し
、
ご
相
談
の
上
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
決
め
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
病
院
周
辺
の
ホ
テ
ル

　
病
院
の
沿
革
・
概
要

　

１
９
３
４
年（
昭
和
９
年
）に
、
神
奈

川
県
警
の
職
域
病
院
と
し
て
「
警
友
病

院
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
当
初
は
横
浜

市
の
山
下
公
園
近
く
に
あ
り
、
病
床
数

56
床
、
診
療
科
８
科（
眼
科
含
む
）で
し

た
。
そ
の
後
、
１
９
９
６
年
（
平
成
８

年
）
に
横
浜
市
臨
海
地
区
の
み
な
と
み

ら
い
21
に
新
築
移
転
し
、
「
け
い
ゆ
う

病
院
」
に
改
称
さ
れ
、
病
床
数
３
５
１

床
、
診
療
科
19
科
、
常
勤
医
師
数
68
人

に
な
り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に
は
さ

ら
に
増
床
と
な
り
、
現
在
は
４
１
０
床
、

診
療
科
32
科
、
常
勤
医
師
数
１
３
１
人

で
す
。
ま
た
当
院
は
、
２
０
１
２
年
に

「
神
奈
川
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」、
２
０
１
３
年

に
は
「
神
奈
川
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
─
Ｌ
」
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
へ
は
、
み
な
と
み
ら
い
線
み
な

と
み
ら
い
駅
か
ら
徒
歩
約
３
分
、
車
な

ら
首
都
高
速
神
奈
川
１
号
横
羽
線
み
な

と
み
ら
い
出
口
か
ら
約
５
０
０
㍍
、
横

浜
駅
や
桜
木
町
駅
か
ら
は
バ
ス
の
本
数

も
多
く
、
ア
ク
セ
ス
良
好
で
す
。
周
辺

に
は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
を
は
じ
め
、

に
宿
泊
し
、
日
帰
り
手
術
を
選
択
す
る
患
者
さ
ん
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
手
術
件
数
は
、
白
内
障
手
術
１
０

７
４
件（
併
施
含
む
）、
網
膜
硝
子
体
手
術
３
７
４
件
、

緑
内
障
手
術
31
件
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
前
年
よ
り
約
20
％
減
少

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
緊
急
手
術
は
ス
ム
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
網
膜
硝
子
体
セ
ン
タ
ー
と
羊
膜
バ
ン
ク

　

２
０
１
９
年
10
月
に
「
網
膜
硝
子
体
セ
ン
タ
ー
」

を
眼
科
内
に
開
設
し
ま
し
た
。
網
膜
硝
子
体
手
術
治

療
、
黄
斑
変
性
治
療
、
そ
し
て
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
外
来

の
３
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑴
網
膜
硝
子
体
手
術

　

網
膜
硝
子
体
疾
患
に
対
し
て
、
手
術
ま
で
の
迅
速

化
・
効
率
化
を
図
り
、
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
施
行

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

手術風景

施
設
拡
充
と
連
携
強
化
で
地
域
医
療
を
支
援

網
膜
硝
子
体
セ
ン
タ
ー
開
設
で
よ
り
高
い
専
門
性
を
も
っ
て

病院外観（左：診療棟、右：病棟）吹き抜けの開放的なアトリウム



か
け
て
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
伺
っ
て
、
遮
光
眼
鏡

や
ル
ー
ペ
な
ど
の
貸
し
出
し
、
生
活
の
ヒ
ン
ト
な
ど

を
お
話
し
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
専
門
施
設
へ
の

ご
紹
介
も
い
た
し
ま
す
。
視
覚
障
害
者
用
補
装
具
適

合
判
定
医
師
３
人
が
常
勤
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
、
当
院
は
日
本
組
織
移

植
学
会
が
認
定
し
た
国
内
に
８
か
所
あ
る
「
羊
膜
バ

ン
ク
」
の
一
つ
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
使
用
す
る
羊

膜
は
、
当
院
の
産
婦
人
科
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て

確
保
し
、
同
学
会
の
規
約
に
従
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

再
発
翼
状
片
や
瞼
球
癒
着
、
角
結
膜
腫
瘍
、
角
膜

穿
孔
、
遷
延
性
角
膜
上
皮
剥
離
、
菲
薄
化
し
た
濾
過

胞
な
ど
、
通
常
の
治
療
法
で
は
治
り
に
く
い
難
治
性

の
眼
表
面
疾
患
の
再
建
に
羊
膜
移
植
が
威
力
を
発
揮

し
ま
す
。

　
地
域
と
の
連
携

　

昨
年
11
月
に
、
当
院
の
状
況
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
隣
の
開
業

医
の
先
生
方
、
地
域
の
中
核
病
院
の
先
生
方
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
当
院
で
行
な
っ
て

い
る
入
院
手
術
患
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
た
は

抗
原
検
査
と
胸
部
単
純
Ｃ
Ｔ
検
査
の
施
行
状
況
な
ど

感
染
対
策
の
情
報
共
有
、
救
急
患
者
へ
の
手
術
対
応

方
法
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

反
響
も
大
き
く
、
毎
年
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
で
き

れ
ば
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。
地
域
の
先
生
方
の
ご
理

解
が
得
ら
れ
、
安
心
し
て
患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た

だ
け
る
状
況
に
変
わ
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

対
岸
に
位
置
し
、
目
視
で
き
る
状
況
で
し
た
。
得
体

の
知
れ
ぬ
ウ
イ
ル
ス
に
、
病
院
全
体
が
緊
張
感
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
連
日
、
テ
レ
ビ
で
ク
ル
ー
ズ
船

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
当
院
の
救
急
車
が
映
し
出
さ

れ
る
と
、
翌
日
の
外
来
患
者
数
が
如
実
に
減
少
し
た

の
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
多
く
の
こ
と
を
経

験
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
医
療
体
制
を
確
立
し
て
、

高
度
な
医
療
を
提
供
し
、
患
者
さ
ん
に
優
し
い
病
院

を
目
指
し
て
成
長
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
暗
闇
に
迷
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
船
舶

の
航
行
を
安
全
に
導
く
灯
台
の
よ
う
に
、
み
な
と
の

み
ら
い
を
照
ら
し
続
け
る
『
け
い
ゆ
う
病
院
』
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
網
膜
剥
離
に
対
し
て
は
初
診
当
日

ま
た
は
翌
日
の
手
術
を
基
本
と
し
、
遅
く
と
も
数
日

以
内
に
は
緊
急
性
に
応
じ
て
施
行
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す（
慢
性
の
経
過
を
持
つ
も
の
は
除
く
）。

穿
孔
、
眼
内
炎
、
黄
斑
下
出
血
等（
新
鮮
な
も
の
）も

原
則
、
当
日
ま
た
は
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
緊
急
性
の
低
い
黄
斑
疾
患
（
黄
斑
円
孔
、

硝
子
体
黄
斑
牽
引
症
候
群
、
黄
斑
上
膜
な
ど
）
は
、

初
診
か
ら
約
１
か
月
を
目
途
に
手
術
を
施
行
し
て
い

ま
す
。
増
殖
性
硝
子
体
網
膜
症
や
硝
子
体
出
血
は
、

全
身
の
状
態
も
治
療
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
も
考
慮
し
手
術
時
期
を
検
討
し
ま
す
。

⑵
黄
斑
変
性
治
療

　

黄
斑
変
性
に
は
、
複
数
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
阻
害
剤
の
中

か
ら
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
薬
剤
を
選
択

し
て
投
与
し
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は

光
線
力
学
療
法
の
単
独
・
併
用
治
療
も
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
月
・
木
曜
日
に
注
射
外
来
を
設
け
て
お
り
、

円
滑
に
安
心
し
て
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
心
掛
け
て

お
り
ま
す
。

　

地
域
の
先
生
方
と
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
阻
害
剤
投
与
を

自
施
設
で
さ
れ
る
場
合
で
も
、
治
療
開
始
前
や
治
療

中
に
お
い
て
、
蛍
光
眼
底
造
影（
Ｆ
Ａ
Ｇ
、
Ｉ
Ｃ
Ｇ
）

撮
影
、
自
発
蛍
光
や
Ｏ
Ｃ
Ｔ
ア
ン
ギ
オ
、
脈
絡
膜
厚

測
定
な
ど
の
検
査
の
み
の
ご
紹
介
も
お
受
け
す
る
な

ど
、
連
携
を
密
に
し
て
い
ま
す
。

⑶
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
外
来

　

現
状
以
上
の
視
機
能
の
回
復
が
難
し
い
患
者
さ
ん

に
対
し
て
、
現
存
の
視
機
能
で
安
全
で
快
適
に
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
補
装
具
の
選
定

を
い
た
し
ま
す
。
予
約
制
で
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を

　
最
後
に

　

私
は
、
け
い
ゆ
う
病
院
に
来
て
11
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
に
、
大
学
か
ら
の
出
向
医
師
４
人
の
体
制
か

ら
、
現
在
で
は
常
勤
医
師
９
人
と
な
り
、
安
定
し
た

地
域
医
療
を
提
供
で
き
る
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
に
前
任
の
川
村
真
理
先
生
よ
り

部
長
職
を
引
き
継
が
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初

に
取
り
掛
か
っ
た
こ
と
は
、
外
来
の
診
療
体
制
や
緊

急
患
者
へ
の
対
応
、
早
期
に
治
療
が
必
要
な
方
へ
の

導
線
確
保
な
ど
の
検
討
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
２

０
２
０
年
の
年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
に
追
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

横
浜
港
に
停
泊
し
て
い
た
ク
ル
ー
ズ
船
は
病
院
の

外来スタッフ

患者さんをご紹介いただく先生方へ

　当院では、紹介患者さんを長時間お待たせする
ことなく、迅速に診療ができるように紹介初診予
約を行なっております。紹介状があっても予約が
ない場合は、長時間お待ちいただくことがありま
す。事前に電話またはＦＡＸにてご連絡いただけ
ればと思います。紹介状ＦＡＸ用紙は当院ホーム
ページ（ホーム＞地域の先生方へ＞紹介患者さん
初診予約のご案内）よりダウンロード可能です。
　緊急手術などの対応により、予約でも担当医師
が変更になる可能性があります。ご了承ください。

けいゆう病院　
地域医療連携センター（地域医療連携課）
予約ダイヤル　
Ｔ　Ｅ　Ｌ ： 0 4 5 - 2 2 1 - 8 2 9 2（直通）
Ｆ Ａ Ｘ ： 0 4 5 - 2 2 1 - 8 2 0 6（直通）
受付時間：月～金曜日、 13：00〜17：00

お問い合わせ
Ｔ　Ｅ　Ｌ ： 0 4 5 - 2 2 1 - 8 1 8 1（代表）
　　　　　　         （内線：5 2 0 5）
受付時間：平  日８：30〜17：15
　　　　　土曜日８：30〜12：30
休診日：第１・３・５土曜日、日曜日、祝日、
　　　　年末年始

当科スタッフ
　最前列左から、窪野裕久副部長、私、川村真理参事兼網膜硝子体センター長、山下和哉医長
　二列目左から、福本隆基医師、大藤嘉子医師、佐藤真帆医師、佐藤里櫻医師、永本崇医長


